






 

〔目的〕 

 従来より DMP 患者では病初期血清 CPK、GOT、LDH が高値を示し、疾病の進展

とともに低下する傾向を示す事は、諸家の報告により明らかである。しかしこ

れらの酵素の動態については、まだ十分には解明されていない。そこで我々は、

和田らの開発による免疫沈降法を用いて血清中の GOT を可溶性の soluble 

GOT(s-GOT)とミトコンドリアに局在する mitochondria GOT(m-GOT)に画分し、

総 GOT に対する m-GOT の割合(百分率)を計測し、患者の病期(障害度)との関連

性についての検討を行ったので報告する。 


